
「キンダーブックじゅにあ」を
保育にご活用ください！

指導計画の文例

●相手に聞こえる声であいさつ
をする。

●あいさつをすると心地よいと
感じる。

●大声ではなく相手に聞こえる声量で、ていねいにあいさ
つすることを心がけ、つねに子どもの手本となるように
する。

●子どもがあいさつすることを心地よいと感じられるよう、
保育者自身が気持ちよくあいさつを行う。

●いちごをよく見て色や形に興
味をもつ。

●いちご狩りごっこを楽しむ。

●いちごの色や大きさの違いなど、子どもたちが自分の気
づきをことばにできるように、やりとりを大事に支援する。

●どのいちごが食べたいか尋ね、摘むまねや食べるまねを
するなど、いちご狩りごっこを楽しめる雰囲気を作る。

「あさの
あいさつ」

「いちごが
ぽっ！」

人間関係
言葉

環境

言葉

絵本をつかった

コーナー 子どもが経験すること 5領域保育者の配慮

毎月表紙イラストの
ぬりえがダウンロード
できます !

表現

https://kinderbook.
froebel-kan.co.jp/DL/kj/2025

毎月表紙イラストの
ぬりえがダウンロード
できます !

月号4

絵本のおくりもの　2025年4月号

ちゅうくんと いっしょ

「初めまして、ちゅうくんです！」かわいらしいメインキャラクターの
ちゅうくんから元気な声が聞こえてくるようです。春の花や虫に囲まれ
て、うれしそうですね。ちゅうくんといっしょに春が来た喜びを感じま
しょう。

ちゅうくんが元気にあ
いさつをして笑顔に
なった姿を見ながら、
「あいさつすると気持
ちいいね。みんなは今
朝したかな？」と問い
かけたり、実際にあい
さつをし合ったりしま
しょう。あいさつに親
しみをもち、たいせつ
に感じられるとよいで
すね。

「ちゅうくんのお母さ
んが、わん先生に朝の
あいさつをしている
ね」と確認してから、
恥ずかしそうにしてい
るちゅうくんに注目し
ましょう。「みんな
だったらどうするか
な？」と問いかけ、子
どもたちの声を引き出
してもよいですね。

朝のあいさつのたいせつさを知らせ、自ら進んでできるようにしましょう。

あさの　あいさつ いちごが　ぽっ！

はる　らんらん！

春が旬のいちごに興味をもち、いちご
狩りのまねっこをして楽しみましょう。

「真っ赤ないちごだね」「このいちごは
大きいね」など、いろいろな会話をし
ながら、いちご狩りを楽しみましょう。
お皿の上のいちごは、どんな味か想像
しながら食べるまねをしてもよいです
ね。

春が来てうれしい気持ちを感じたり、
次はどうなるのか期待をもったりしな
がら、読んでみましょう。

“はる　らんらん　いい　こと　いっぱい　
らん　らん　らん”とうたうように読み
ながら春が来た喜びを表現すると楽
しいですね。最後にうさぎちゃんと
タッチしてスキンシップをしましょう。


